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メコンデルタの産業構造 
メコンデルタ地域はベトナムの最南部、メコン川に
近い広大な低湿地である。中央直轄市のカントー市
と 12の省で構成され、社会経済上の大きなまとまり
を成している。実際に訪れてみると低地に無数の水
路が交錯し、小さな原動機付きボートが重要な交通
の足となっている。主要産業は農業や水産業で日本
に来る海老魚介など外貨獲得への貢献も大きい。 

 
今回はこのメコンデルタ地域を例として取り上げ、
その産業構造を GDPの割合から見てみることにし
た。一次産業が多くを占め、二次産業や三次産業は
あまり発展していないため、それが数字に表れると
予想できる。ところが、図に示すように実際の統計
を見てみると、一次産業の割合は約 30%と三次産業
を下回っている。一方、この数字は全国平均（12%）
や産業の発展しているハノイ市（2%）、ホーチミン市
（1%未満）に比べると格段に高いこともわかった。
「20～30%以上」は相当高い部類に入ると理解すべ
きということになる。 

 
域内総生産（GRDP）の内訳（%、2022年） 

 

メコンデルタ地域で 1次産業の割合が大きい省市（%、2022年） 

 

メコンデルタ地域で 2次産業の割合が大きい省市（%、2022年） 

 

メコンデルタ地域で 3次産業の割合が大きい省市（%、2022年） 

 

このようなことがなぜ起こるのか考えてみると、農
水産業に使用する物品の販売、農業従事家庭向けの
生活用品の製造及び販売、一次産品の流通や食品工
場など幅広く「農水産業関連業種」であるが、二
次・三次産業に分類される。農水産業というベース
は保ちながらその中身は昔と同じではなく、農水産
業の中での「産業の高度化」が進んでいると言えそ
うだ。産業を 3つに分けるだけの荒い切り口でもそ
のようなことが考えられる。一方で、二次産業が
「約 30%」だという数字は「この地域に高度な機械
産業や電子機器産業などを誘致できる段階にある」
ということを必ずしも意味しない。3つの産業分類は
依然として大変分かりやすく便利なものではあるの
だが、発展した経済の様相を表現するには少々時代
遅れとなりつつある。尚、産業構造は従事者数から
見ることもできる。メコンデルタ地域の就労人口約
949万人（2022年）のうち一次産業は約 40.3%を占
めるが、やはり過半数には届かない。「農民」が多数
派ではなくなっているのが分かる。 

 
図に戻ると、省市別の特徴も顕著である。行政及び
経済の中心であるカントー市は最も三次産業が多く
50%を超え、二次産業も 30%以上である。ホーチミ
ン市に隣接し、13省市の中で最も工業団地の集積す
るロンアン省は二次産業が 50%以上となる。他の 10
ほどの省は総じて一次産業が優勢である。しかし、
上記のように考えると、ロンアン省であっても二次
産業の多くは農水産業関連であったりローテクなも
のであったりするかもしれない。これは実感に合っ
ている。今後も、必ずしもハイテクでなくても、可
能な分野において製造工場や物流拠点の誘致をさら
に進め、第二次産業を発展させていく余地は大きい
だろう。 

 
メコンデルタ地域はしばしば、ベトナムの「米び
つ」や「食料庫」などと表現される。国内外に対し
て食料の一大生産地であるという位置付けは今後し
ばくは変わらないだろう。しかしながら内部では社
会や産業構造が「高度化に向けて」不断の変化を続
けていることに着目すると、この地域への見方も変
わってくるのではないだろうか。 
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